韓国文学者の日本留学一覧表
本一覧表は、2006年から3年間、日本学術振興会の助成を受けて行なった共同研究「植民地期朝鮮文学者の日本体験に関する総合的研究」（基盤研究B代表者：波田野節子）の成果の1つとして作成したものである。また、以前、大村益夫先生を代表者として行なった2回の共同研究、「近代朝鮮文学における日本との関連様相」（1995-1997：基盤研究B）と「朝鮮近代文学者と日本」(1999-2001：基盤研究C)の研究成果をも含んでいる。
この一覧表を作成した目的は、植民地時代に日本に留学してきた文学者の足跡を実証的に明らかにすることである。植民地時代の日本で青春を過ごした朝鮮の近代文学者たちの足跡は時間の経過と共に消え去って、現在ではほとんど残っていない。彼らはいつどこで学び、どこに住んで、どんな科目をどんな教師たちから学んだのか、そうしたことを知る最も確実な資料は各大学に残る資料であるが、最近はどの大学でも個人情報の守秘義務がきびしくなり、学籍簿や成績表などの資料を見ることが難しくなっている。100年前の卒業生の資料などはもはや個人情報ではなく学術情報だと思うのだが、最近の風潮を考えるとこれも仕方がないのかもしれない。そこで、以前の研究者たちが収集した資料をひとところに集めてこれからの研究者の便宜に供してはどうかと考えて本表を作成した。

作成にあたっては、科研共同研究分担者である熊木勉氏、山田佳子氏、研究協力者である白川豊氏、芹川哲世氏、鄭大成氏のほか、牧瀬暁子氏、郭炯徳氏など多くの方々から協力をいただいた。とくに研究協力者の大村益夫先生には、これまで長年にわたって収集された資料をすべて提供していただいた。心からお礼を申し上げる。

資料はひとところに集められることで大きな力を発揮する。この一覧表をごらんになって同じ考えをもたれた方は、ぜひとも所有している資料の提供をお願いしたい。なお、表はCD-ROMに焼き付けて関係者に配布する予定であったが、容量が大きくなって焼付けが難しいため、インターネット上に置くことにし、パスワードを設定して、関係者だけが閲覧できるようにした。こうすれば新しい資料が出るたびに更新できる。さらによいものに進化させていきたいと考えている。
　本一覧表は以下の手順で作成した。

1． 金容誠『現代文学史探訪』（國民書館1973）、金容誠『現代文学史探訪』増補版（玄岩社1984）、李御寧編著『韓国作家伝記研究(上)(下)』　　　　（同和出版公社1975/1980）、李御寧編著『韓国文学研究事典』（宇石1990）、権寧珉編『建国現代文学大事典』（ソウル大学出版部2004）、『世界文藝大辞典』（成文閣1975）、『韓国民族文化大百科事典』（韓国精神文化研究院 1981）を参考資料として、日本留学経験のある文人と作家たちを選びだして生年順に、生年が同じ場合はカナダラ順に並べた。

2． 一般には学校入学前に日本語の習得期間が必要なので、正確な来日時と帰国時は明確でないことが多い。だが何歳くらいのときに日本体験をしたかの目安を得るため、便宜的に滞在時のかぞえ歳を記した。
3． 羅慶孫・沈熏・林和・李箱・崔貞熙など、正規に学校に入学していない場合も日本体験者として一覧表に入れた。許英淑は李光洙の関連で入れてある。そのほかに、早稲田最初の朝鮮留学生洪奭鉉と早稲田出身政治家白南薫および崔図善の記録を末尾に載せた。
4． 内容は前掲資料に記載された事項を土台とし、関連書籍や論文、収集した資料によって補足あるいは修正して、典拠を備考欄に示した。

5． 波田野以外の作成者は備考欄に名前を記した。

6． 資料名が変色しているものは、資料コピーにリンクされているので、クリックすると見ることができる。
7． 学籍簿などの住所の現在地が特定できた場合は、地図と記した。

8． 太線で囲んだのは科研共同研究者が個別研究をした文学者である。
9． 典拠にした文献や資料を備考欄に記し、参考文献リストを一覧表の末尾においた。
【カナダラ順一覧】
金珖燮 　金起林　　金基鎮　　金来成    金東鳴 　金東仁　  金東煥　  金南天　  金末峰    金明植　  金史良    金尚鎔 　 金洙暎
金億　　 金輿済 　 金容浩　  金祐鎭　　金允植 　金廷漢　　金廷湜　  金鍾漢    金晉燮　  金春秋　  金煥泰    桂鎔黙 　 羅慶孫 
羅蕙錫 　南宮璧    盧子泳　  馬海松 　 文一平　 朴英熙　  朴龍喆 　 朴泰遠　  朴花城　  方定煥　  白石　　  白信愛    白鉄 
石鎭衡　 孫晉泰    申石艸    沈熏　    安國善　 安漠　    安壽吉　  梁柱東　  呉相淳　  廉想渉　  呉一島　  呉章煥　　兪吉濬
柳致環　 尹東柱    尹崑崗  　李無影    李丙燾　 李光洙　  李箕永　  李箱 　   李石薫　  李相和　  李殷相　  李人稙　  李章熙
李燦     李泰俊    異河潤    李軒求　  李活     尹白南    張赫宙　　田栄澤　  鄭飛石  　鄭芝溶　  趙明熙    趙霊出　  趙郷　
朱耀燮　　朱耀翰   池河連　  秦学文　  蔡萬植    崔南善   崔斗善　崔承九    崔貞熙　  韓雪野　　　許英粛　  許俊　    玄相允
玄鎮健　　洪命憙　　黄錫禹   黄順元　  林玉仁    林和　 　咸大勳
(その他) 
洪奭鉉     白南薫　　
　
	名前


	滞在時期

年令
	日本での行動
	備考

	兪　吉　濬
(1856-1914)
	1881-82

26-27歳
	1881年春　朝士日本視察団（紳士遊覧団）の随員として来日し、留学生として慶応義塾に学ぶ

1882年冬　壬午軍乱後、修信使として派遣される


	『西洋見聞』(1894)　　　　　　　

　[芹川哲世作成]

	李　樹　廷

(？-1886)


	1882-1986


	1882年9月28日　閔泳翊の随員として来日

1883年4月29日　津田仙の導きで露月町教会で受洗

1883年8月　　 　東京外国語学校朝鮮語教授

1884年8月　　　『朝鮮日本善隣互話』出版

　　　11月　　　『金鰲新話』復刊に参加

1886年6月2日　 帰国
	呉允台『韓国基督教史Ⅳ―先駆者李樹廷』（1983惠宣出版社）

[芹川哲世作成]

	李　人　稙

(1862-1916)


	1896(1900)

-1905
35(39)-44歳
	1896年　趙重応とともに日本亡命か

1900年ごろ　現地で官費留学生になったと推定される
1901年9月　東京政治学校入学

11月　都新聞に見習い入社（～1903年5月）
1902年6月　新規官費留学生名簿に名前(所属は東京政治学校-朴:88)

1月　都新聞に「寡婦の夢」掲載　

1903年2月　官費留学生帰国命令公文別紙名簿に名前（所属は都新聞社-阿部(Ⅰ):78朴:91）

　　　　　　帰国せず

       7月　東京政治学校入学卒業

1904年2月　陸軍通訳として従軍

1905年5月　愛宕に漢城楼を開店

7月  上野に韓山楼を開店

1906年2月　一進会機関紙『国民新報』主筆

　　　　　　「白鷺洲江上村」（未発見）

　　　 6月　天道教系『萬歳報』主筆

　　 　7月3･4日「短編小説」

　　 　7月22日～10月10日「혈의누」連載

	金榮敏(1991)権寧珉(2001)成漱公策(2001)李建志(2002)구장율(2006）朴贊勝(2001)阿部(1974a)

都新聞記事<大村･布袋(2004)>
入社説(1901.11)夢中放語(1901.12)朝鮮人の新年の賀詞(無記名1902.1)雪中惨事(1902.2)韓国雑観(1902.3)韓人閑話(無記名1902.5～7)韓国の新年(1903.1)朝鮮の農業(1904.1)
①　都新聞1905年5月28日付記事 ［芝愛宕町2丁目1番地に漢城楼という朝鮮料理屋］　地図
②　都新聞1905年7月8日付広告　[朝鮮料理韓山楼　下谷区上野広小路21番地韓人李人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ママ),植)]　地図
③　都新聞「韓人閑話」(無記名1905)7月9日・7月13日・7月29日（a/b）・8月1日


	石　鎭 衡

(1877-1946)


	?-1904
22-28歳
	1897年ごろ　来日したと推定される
1900年ごろ　和仏法律学校入学と推定される
1902年6月　新規官費留学生名簿に名前あり(所属は和仏法律学校-朴:88)

7月　卒業　　　　

1903年2月　官費留学生帰国命令公文別紙名簿に名前あり（所属は暁星学校-阿部(Ⅰ):78/朴:91）

1904年11月　軍部主事　このあと官職を歴任
1905年4月　　官職のかたわら普成専門学校講師　　　　　　　　　
1907年8月12日～9月17日『夢潮』連載(皇城新聞)


	崔元植(1997)朴贊勝(2001)阿部(1974a)崔鍾庫(2007)波田野(2009予)
　

	安　國　善
(1879-1926)
	1895-1899
17-21歳
	時期は不明だが、日蓮宗の僧佐野前励とともに来日して静岡県へ
1895年7月　官費留学生に合流　

8月　慶応義塾普通科に入学　　

1896年9月21日　東京専門学校邦語政治科入学

1899年7月　同卒業　11月帰国(推定)

1899年11月～1907年　獄中・配流生活

1907年7月　『早稲田学報』149号　の「校友動静」欄に「韓国政府顧問にして校友たる野沢武之助の斡旋に由り、特赦の恩命」の記事。
1907年11月　『早稲田学報』153号　の大隈伯銅像建設金寄付名簿に安明善の名前。

1908年2月　『禽獣会議録』(皇城書籍組合)

1908年9月　『早稲田学報』163号　に度支部書記任官の記事。名前が安國善に変わっている。


	阿部洋(1986)金榮敏(1991)崔起榮(1991A) 朴贊勝(2001)橋澤(1989)
[大村資料：早稲田大学調査結果報告書] 
（名前は安明善）
1 邦語政治科1年級試験評点表
2 
同2年級試験評点表　
3 同3年級試験評点表

4 
得業生(卒業生)名簿

5 
学籍簿
6 
会員名簿(明治44年12月)

7 校友会会員名簿(朝鮮之部)
8 

 HYPERLINK "documents/ankukson/rishu.PDF" 

東京専門学校邦語政治科履修科目

9 
早稲田学報臨時増刊第41号東京専門学校規則一覧（邦語政治科配当課目）



	金　億

(1886-　)


	1913-1916 

28-31歳
	1907年　定州の五山中学入学

1912または13年　卒業

1913年　慶応義塾文科入学

1916年　中退帰国


	李御寧(1975/1980/1990) 

[芹川哲世作成]

	南　宮　璧
(1888-1921)
	
	東京留学生監督寄宿舎
	廉想渉「南宮璧의死를 앞에 놓고」(『開闢』1921.12)
[芹川哲世作成]

	文　一　平

(1888-1939)
	1905-1911

18-24歳


	1905年　明治学院中等部3学年に編入

1908年　同卒業

1910年　早稲田大学高等予科入学

1911年　同修了後、同大学政治学部に入学、浮田和民の西洋史講義、坪内逍遥の文学講義を聴く。

中退

1912年　南京から上海へ


	湖岩全集第三巻(1939)
[大村：早稲田大学調査結果報告書] 資料見当たらず



	
	
	1925年8月　東京帝国大学文学部東洋史学科に聴講生として入学。梁柱東と同居し、1926年まで1年経たずして帰国。
	최기영 「호암 문일평의 생애와 저술」,  『이기백 선생 고희기념 한국사 논총』, 일조각, 1994. 민형기 [호암 문일평의 사학 연구], 상명대 박사논문, 2006.

＊梁柱東は1927年頃、早稲田史学科に聴講生として通学していた文一平と1年ほど同居したとしているが梁柱東の記憶違いか？（『文酒半生紀』, 범무문고, 1978(1989), p.113）

[熊木勉作成]

	尹　白　南
(1888-1954) 
	
	1904～1906年　早稲田大学高等予科に在籍

1910年　　　　東京高等商業学校卒業

　　　　　　　　　?盤城中学（福島県）

　　　　　　　　　?早稲田実業

　　　　　　　　　?早稲田大学政経科（官費留学生）


	権寧珉(2004)

[芹川哲世作成]

	洪　命　憙

(1888-1968)
	1906-1910

19-23歳
	1906年　　　東洋商業学校予科2年に編入

1907年4月　大成中学3年に編入　
1909年6月　萬朝報紙に優等生紹介記事

1910年　　　卒業を前に学業放棄、帰国
	波田野(2000/2002/2004)　
①　『萬朝報』1909年6月4日付け記事　
2 大成中学卒業名簿　（波田野撮影）
3 大成中学写真　『帝国学校年鑑』（学校新聞社出版部、1910)  地図
・『大成七十年史』　

・『山崎俊夫作品集』（奢灞都館1998）補巻一



	崔　南　善

(1890-1957)


	1904

15歳


	1904年11月　皇室留学生として来日、府立第一中学校に入学

　　　　12月19日「親の病気」で退学帰国


	武井一(2005)趙容萬(1964)阿部(1974b)

1901年12歳で結婚（妻は15歳）

崔南善が「牛込区早稲田専門学校」に入学したという記事（『太極学報』第2号（1906年9月）

「17歳のとき、日本で大韓留学生会報を1,2ヶ月出したが、途中病気で呻吟、結局帰国するはめになって月報もそのまま終わってしまった」（1909年6月『少年』誌「少年時言」）

[大村資料]　

1 いろは別人名簿明治40年作成（明治39年9月入学で現在1年生として在学中）
2 調査報告書（明治40年9月入学になっているが、これは誤り）

崔南善肉筆原稿「朝鮮民謡の概観」

崔南善肉筆葉書（市山盛雄宛）



	
	1906-1908
17-19歳
	1906年9月　 早稲田大学高等師範部歴史地理科
1907年3月　『大韓留学生会報』創刊号

　　　　　　　模擬国会事件で一斉退学
　　　4月　『大韓留学生会報』第2号
　
1908年11月  『少年』創刊
	

	金　明　植

(1891-1943)


	1915-1918

25-28歳
	1915年9月13日　早稲田大学専門部政治経済学科入学

1917年　学友会会長

1918年7月5日　卒業
東亜日報記者

1923年1月　朝鮮最初の社会主義者として裁判を受ける

同年7月　　　病気出獄（片足不自由、聴覚を失う）
1928～36年　　大阪滞在

1938年　　　　朝鮮で文筆活動再開

1940年6月　　筆を絶って郷里へもどる

1943年5月14日　済州島で死亡

	洪宗郁(2004)

[大村資料] 
①学籍簿
· 生年月日　明治24年9月26日

· 族籍　平民

· 原籍　朝鮮全南済州郡新左面朝天里第
16統5戸　金汶株　四男

· 現住所：麹町区3番町65　細谷方

· 保証人　朝鮮留学生監督嘱託　徐基殷

②成績簿　1学年　2学年　卒業試験
http://jbreview.jinbo.net/maynews/readview.php?table=organ&item=6&no=40


	李　光　洙

(1892-1950)
	1905-1910

14-19歳
	1905年　　天道教留学生として来日、東海義塾で学習

1906年4月　大成中学入学　文一平と同じ下宿

このころ洪命憙が下宿に来る　

7月から天道教の学費ストップ、帰国

1907年　　　再度、来日し白山学舎で学習
9月10日明治学院普通部3年2学期編入

1908年4月　4年に進級　洪命憙と同級だった山崎俊夫が同じクラスに編入してくる

1909年4月　5年に進級　

1910年3月　同卒業、帰国
	金允植(1986)大村(1971)波田野(2000)

李光洙ほか5名が大成中学校夏季試験で優等生になったという記事『太極学報』第2号（1906.9）

天道教留学生断指事件『太極学報』第6号（1907.2）

 [大村資料]

①明治学院学籍簿
· 本郷区丸山福山町22田中方　地図
李光洙の五山学校への赴任記事　皇城新聞

	
	1915-1919

24-28歳
	詳細は、李光洙第2次留学カレンダー
1915年9月30日　早稲田大学高等予科文学科2年編入

1916年7月5日　同卒業

　　　9月11日　早稲田大学大学部文学科哲学科入学

1917年　大学部文学科哲学科期末試験受験

　　　　成績優等で特待生になる

1918年　同期末試験受験　

1919年　上海へ

　　　　
	②高等予科学籍簿
· 保証人　麹町区中六番町四九番地　徐基殷　地図
· 牛込本村町15番地島田方　地図
· 四谷区片町18番地高木方　地図　[文学散歩]
3 高等予科府県別学生名簿
4 高等予科試験成績
5 大学部文学科第1・2学年成績（3年次は受験しなかったので成績なし）

6 大正４・５・６・７年度学科配当表

調査結果報告書（2008･8）

· 大学部　現住所：市外戸塚町156　浅井方　地図
・李光洙肉筆原稿「民謡に現はれたる朝鮮民族性の一端」



	崔　承　九

(1892-1916)
	1910-1915

19-24歳
	1910年　慶應義塾大学予科入学

1915年末　病気帰国

1916年初　死亡
	[近代]

『学之光』3号(1914年12月3日)印刷人住所

本郷区元町2丁目66番地甲武館　　地図
『学之光』8号(1916年3月発行)に死亡記事


	玄　相　允

(1893-1950)
	1914-1918
22-26歳
	1914年3月29日　早稲田大学高等予科入学

1915年7月3日 　同卒業　　　　

1915年9月　　早稲田大学文学科史学及社会学科入学

1918年7月5日　同卒業
	[大村資料]

①高等予科学籍簿
· 入学前学歴　京城普成　三年三月試験合格

· 入学　大正3年3月29日

· 現住所　　　[文学散歩]
戸塚町下戸塚597　　敷島館　    　地図
　　　牛込区若松町147番地小峰方　　　　地図　

　　　麹町区飯田町5丁目2番地　常陽館　地図

· 原籍　平安北道定州郡南面二里龍洞
玄錫泰ノ二男

· 族籍　平民

· 生年月日　明治26年6月14日

· 保証人　麹町中六番町49番地　李晩奎

②成績原簿
高等予科　大学1学年　2学年　3学年
③学生名簿
④大学部文学科史学及社会学科学科配当表
（大正4年～6年）
⑤『早稲田学報』（大正5年8月）特待生記事



	呉　相　淳

(1894-1963)
	1912-18

19-25歳
	1912年　同志社大学宗教哲学科入学

1917年　同卒業帰国、出家　

1926年頃　出家　　　　
	李御寧(1975/1980/1990)

『学之光』12号(1917.4)の消息欄と13号(1917.7)「本年度卒業生一覧」に同志社大学神学部(神学科)卒業の記載



	田　栄　澤

(1894-1968)
	1912-1923

19-30歳
	1912年4月　　　青山学院中学部4年編入

1913年　　　5年に進級するも、数学落第で一年留年

1915年3月27日　同中学部卒業

1915年4月　青山学院高等学部人文科入学

1918年3月　同卒業　同学院神学部本科入学

1919年　　　3・1運動で休学、一時帰国
	白川(1981/2003)芹川(1998)熊木調査(2007)

①青山学院学籍簿
・保証人　麹町三番町二十八　金貞植

　関係：東京朝鮮青年会総括

　　　　　　誕生：文久二年八月六日

・本籍　　朝鮮平安南道鎮南浦府三和面内巨里

・兄　田柄澤　銀行員

・誕生　明治26年1月18日（22歳2ヶ月）

・居所　青山学院神学部寄宿舎

②保証人届と保証人変更届
・（大正4年4月12日）金貞植

・（大正6年3月23日）東京府豊多郡渋谷町大字青山北町702番地　官吏　竹内恭治

③青山学院高等学部人文科生徒成績表（2,3学年）

④青山学院大正12年卒業式の式辞と名簿
[白川豊作成]

	
	
	1920年　　　再来日
1921年夏　　神学部復学

1923年3月　神学部本科卒業　4月帰国
	

	趙　明　熙

(1894-1942)
	1919-

25歳


	1919年秋　東洋大学東洋哲学科入学

1920年　　金祐鎮らと劇芸術協会を組織し、戯曲『金英一の死』を執筆し、1921年に朝鮮で巡回公演
	権寧珉(2004)　　　　　　　　　
　[芹川哲世作成]

	秦　学　文

(1894-1974) 
	1908-

15歳-
	1908　慶応義塾普通部入学

1909　普成中学校

1913　早稲田大学英文科入学

1916東京外国語学校ロシア文学科入学

      筆名：夢夢　号：舜星


	[大村：早稲田大学調査結果報告書]資料見当たらず

1918　朝日新聞ソウル支局入社

1920　東亜日報　　その後東明、時代日報

　　

	崔　斗　善

(1894-)
	
	1913年3月29日　高等予科文科入学
1914年7月3日　 高等予科修了

1914年9月11日　大学部文学科哲学科入学

1916年7月　　　 特待生として3学年に進級

1917年7月5日　 文学部文学科哲学科卒業


	大村メモ

明治27年11月1日生

原籍　朝鮮京城府南部上[禾+勺]千洞32統4戸
　　　　　崔獻圭の三子

現住所　北豊島郡高田村374　観世庵（旧）
下戸塚村597　敷島館（新）
　『早稲田学報』（大正5年8月）特待生の記事
科目配当表

	金　輿　済

(1895-1965)
	1914-

20歳-
	1914年3月30日　第三高等予科(文学科)入学

1915年7月3日　 同　修了

1915年9月11日　早稲田大学文学部文学科英文科入学

1918年7月5日　 同　卒業


	[大村：早稲田大学調査結果報告書]

1 高等予科学籍簿
入学前学歴　明治44年4月　五山中学卒業

入学　大正3年3月30日

現住所　麹町区中六番町49番地　

原籍　朝鮮平安北道郭山郡南面安義里金鼎ノ長男

　　保証人　父金鼎澗　原籍地ニ同ジ

族籍　　平民

生年月日　明治28年5月29日

卒業　　大正4年7月3日

2 高等予科試験成績表
3 大学学籍簿
保証人住所氏名　麹町中六番町49　李晩奎
卒業　大正7年7月5日

4 以呂波別学生名簿
5 大学成績表（1学年・2学年・卒業試験）

6 学科配当表

大正3年度　4年度　5年度　6年度


	李　箕　永

(1895-1984)
	1922-1923

28-29歳
	1922年　正則英語学校に入学

1923年　関東大震災で帰国


	権寧珉(2004)

	黄　錫　禹
(1895-1960)
	1920-1922

26-28歳
	1920年4月1日　早稲田大学専門部政治経済科入学

1922年9月30日　同中退


	[大村：早稲田大学調査結果報告書]

①学生名簿
②原簿リスト

	李　丙　燾

(1896-1989) 
	1915-1919

20-24歳
	1915年5月3日　早稲田大学高等予科入学

1916年7月5日　同卒業

　　　 9月　文学部文学科史学及社会学科入学

1919年3月　同卒業
	[大村：早稲田大学調査結果報告書]

1 高等予科部学籍簿　

・生年月日　明治29年8月14日

・族籍　士族

・原籍　朝鮮京城府端□洞151番地　李丙黙第五弟

・現住所　牛込区鶴巻町472番地　中西方　地図
・学歴　　大正4年3月普成専門中学卒業　第2種

・保証人　麹町中六番町49番地　徐基殷

・卒業　　大正5年7月5日

2 高等予科府県別学生名簿
3 大正八年三月卒業成績原簿


	羅　蕙　錫

(1896-1948)
	1913-1918

18-23歳


	詳細は　羅蕙錫の日本留学カレンダー(資料付)

1913年4月15日　東京私立女子美術学校西洋画部入学

1915年　驪州で教員生活

　　　　10月　復学

1916年　9月　西洋画高等師範科転科

1918年3月22日　女子美術学校卒業　帰国
	李相瓊(2000AB)徐正子(2001)
· 入学時住所  神田区今川小路2丁目2番地　地図
· 保証人　三好辰次（住所は同上）

· 1916年1月　寄宿舎（学校隣）に転居

· 同10月　淀橋区柏木町979番地 中川方に転居

同12月　東大久保町357番地 志村方に転居　　　地図


	廉　想　渉

(1897-1963)
	1911-1920

15-24歳
	1912年9月12日　来日

1913年4月30日　麻布中学校2年編入

1914年1月28日　同校中退（家事都合）

1914年9月10日　聖学院中学校3年2学期編入

1915年9月19日　同校を4年途中で中退

1915年9月　京都府立第二中学校3年に編入

1918年3月　同校卒業、

4月　慶応義塾大学部文科予科一類に入学

10月8日　同校中退（病気）

11月頃　　敦賀で小新聞の記者生活を翌年2月頃まで続ける

1919年3月19日　大阪天王寺公園で検挙され、6月10日まで拘留される

12月  横浜福音印刷所に就職するが3週間でやめる

1920年2月　東亜日報政治部記者になり東京で取材活動ののち3月帰国
	白川(1981/1998),金允植(1977)　　

①麻布中学校学籍簿
居所　　神田区今川小路2丁目2番地　地図
保証人　李晩奎（朝鮮留学生監督）

②聖学院中学校学籍簿
居所　　本郷区元町1丁目1番地　第二初音館内　地図
保証人　麹町3丁目28番地　基督教牧師　金貞植

③京都府立第二中学校
居所　京都府紀伊郡深草村直違橋4丁目351番地近藤方

　　　　　　　　　　　　　　（長兄廉昌燮と同居）

④慶應義塾大学部第六号（学籍簿）

原籍　朝鮮京城府体府洞106番地士族　廉昌燮弟

保証人　麹町区中六番町49番地　徐基殷



	
	
	1926年1月19日　再来日、日暮里の下宿で羅稲香、李殷相と起居

1927年春　　 　　市内に転居し梁柱東と1年間同居

1928年2月　　 　帰国


	　　[白川豊作成]

	金　祐　鎭
(1897-1926)
	1915-1924

19-28歳
	1915年　熊本県立熊本農業学校入学

1916年　結婚

1918年3月　同校卒業　新宿に移住
1919年　早稲田大学予科入学

1920年4月　早稲田大学文学部英文学科入学

1921年7-8月　同友会巡回演劇団主導

1924年3月　卒業　卒論題目「Man and Superman」

	李御寧(1977/1980/1990)鄭大成(2007) 成澤勝「金祐鎭의熊本時節」『金祐鎭全集Ⅱ』(전예원1983)　
　
1 早稲田大学いろは名簿(大正9年4月入学)

2 名簿(不明) 

[芹川哲世/白川豊作成]

	許　英　粛

(1898-1975)
	1912-1918

15-21歳
	1912年　漢城中学校を卒業して日本へ

1914年　東京女子医学専門学校入学

1918年　同卒業

　　　　総督府の医師試験合格
	三崎裕子(2001)　東京女子医科大学百年史(2000)

1 『女医界』大正3年4月30日「大正3年度入学者氏名」第158号　

2 『東京女子医学専門学校卒業生台帳』大正7年（大正6年度）卒業生名簿　別科許英淑

3 卒業アルバム　写真　宿所　朝鮮京城西大門1ノ9

4 東京女子医学専門学校写真　A　B　C


	方　定　煥

(1899-1931)
	
	　東洋大学哲学科で児童文学と児童心理学を学ぶ
	筆者「方定煥と東洋大学」『国際児童文学館紀要』第12号Ⅱ、刊行年
上記によれば来日の時期は1919年、1920年夏、1921年11月など諸説あり、専攻についても哲学科、文学科、児童文学科、児童芸術科など諸説ある

[芹川哲世作成]

	金　東　仁*

(1900-1951)
	1914-1919

15-20歳


	1914年　東京学院中学部入学

1915年　4月、明治学院中学部2年編入

1917年　父の死で帰国

1918年　結婚後、再来日。 川端画学校に入学とされているが、きわめて疑問

1919年　『創造』創刊　帰国


	白川(1981) 金春美(1985) 波田野(1998）

[白川豊作成]

	金　東　鳴

(1900-1968)
	1925-1929
26-29歳
	1925年　青山学院神学科に入学、夜は日本大学哲学科に通う

1926年　結婚、28年に長男炳宇出生

1928年　同卒業帰国


	李御寧(1975/1980/1990) 

青山学院昭和3年卒業式の式辞と名簿
　[芹川哲世作成]

	朱　耀　翰

(1900-1979)


	1913-1919
	1913年4月10日　明治学院中学部入学

1918年3月26日　同校卒業

　　 　9月　第一高等学校入学

1919年10月25日　第一高等学校除名


	白川(1981) 심원섭(1992) 　　　　

明治学院学籍簿

住所　　神田区西小川町2丁目7番地

保証人　朱孔三　生徒と同じ　職業  牧師

李晩奎　麹町区中六番町49番地

　職業　朝鮮留学生監督

生年月日　明治33年11月14日

原籍　　朝鮮平安南道平譲

入学　　大正2年4月10日1年級　試験無

卒業　　大正7年3月26日（席次4番）

1 第一高等学校生徒学籍簿

大正8年10月25日除名　授業料未納

　　[白川豊作成]

	孫　晉　泰

(1900-？)
	1924-1927

25‐28歳
	1924年4月　早稲田大学文学部史学科入学

1927年3月25日　同卒業


	[大村：早稲田大学調査結果報告書] 

1 学生名簿（そ之部）

2 昭和元年度（大正15年度）卒業及び進級報告

	李　章　熙
(1900-1929) 
	
	1913～1918年頃　　京都中学修学
	李御寧(1975/1980/1990) 

　[芹川哲世作成]

	韓　雪　野

(1900-1976)
	
	1921年　来日、日本大学に学ぶ

1923年　日本大学社会学科に3年間通って帰国

	権寧珉(2004)　
　[芹川哲世作成]

	玄　鎮　健

(1900-1943)
	1912-1917

13-18歳
	1916年　　正則予備学校か独逸語専修学校で修学(?)

1917年4月　成城中学校3年に編入学
1918年3月　4年で中退帰国


	白川(1981)　　　　　　　　　　　　

1915年　郷里で結婚(15歳)

1 大正七年三月成城中学校生徒成績表第三学年
（独逸語履修）（3学年127名中、49位）

　[白川豊作成]

	金　東　煥

(1901-？)
	
	1921年　東洋大学英文科入学

1923年　関東大震災で学業中止


	権寧珉(2004)　


	金　末　峰
(1901-1961)
	1922-1927
22-27歳
	1922年11月　頌栄高等女学校４学年編入
1924年3月　 同卒業
　　　　  同志社女学校専門学部英文科入学
（乙保証人：柳宗悦）
1927年3月　 同卒業　帰国
1929年　　　 中外日報記者
	宮澤正典「同志社女学校と朝鮮」（『同志社叢書』17号、同志社大学同志社社史資料センター編1983）

本共同研究新潟プレシンポジウム徐正子発表レジュメ

 　[山田佳子作成]

	盧　子　泳

(1901-1940)

1898?
	
	日本大学文科在籍

東京第一外国語学校　英語科修学
	

	朴　英　熙

(1901-？)
	1920-1921

20-21歳
	1920年　正則英語学校高等科に2ヶ月、本科に6ヶ月在籍

　　　　10月　再来日

1921年末　帰国

	李御寧(1977/1980/1990)

	朴　泰　遠

(1909-1986)
	1930-1931

22-23歳
	1930年　法政大学予科入学

留学中に泊太苑、夢甫の筆名や本名で詩、短編小説を発表し、文壇に登壇

1931年　中退、帰国


	『박태원 소설집-소설가 구보씨의 일일』(깊은샘1994)　『박태원 수필집-구보가 아즉 박태원일 때』(깊은샘, 2005)
法政大学離籍者学籍簿/離籍者成績簿/成績証明書
昭和５年4月　大学予科第２部入学

昭和６年６月　授業料未納除名
・生年月日　明治42年12月７日

・本籍　朝鮮京城茶屋町７

・居所　東京府下戸塚町下戸塚571改明館

・入学前学歴　

  　昭和４年3月京城第1公立高等普通学校卒業

・保証人（正）兄　朴震遠（薬種業）京城茶屋町７　

 　  　 （副）知人　稲葉年清（旅人業）戸塚町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下戸塚　571

・志望学科　文学科
1934年かぞえ26歳で金貞愛と結婚
生年の1909年（明治42年12月9日）は陰暦による。陽暦では1910年1月6日　

[牧瀬暁子作成]

	沈　熏
(1901-1936)
	1927
26歳
	1927年　京都日活撮影所で村田實監督の指導を6ヶ月間受ける


	1917年　17歳で結婚

	呉　一　島
(1901-1946)
	1922-1929

22-29歳
	1922年　来日　講習所で勉強

1923年　立教大学哲学部に入学

1929年　同卒業　帰国


	1915年14歳で結婚

1920年長男、1925年次男誕生

	李　相　和

(1901-1943)
	1923-1924

23‐24歳
	1923初　アテネフランセでフランス語を学ぶ

1924春　帰国


	典拠？

1919年　結婚(18歳)

　[芹川哲世作成]

	金　尙　鎔
(1902-1951)
	1922-1927

21-26歳
	1921年　普成高普卒業

1922年　立教大学　予科入学

1924年　立教大学英文科入学

1927年　同卒業　帰国　普成高普教員　梨花女子専門学校講師


	1919年17歳で結婚　

1922年に長女出生

	金　廷　湜

(1902-1934)
	1923
22歳
	1923年　東京商大予科入学（落第説もあり）

　　　 　9月、大震災で帰国


	1917年　五山学校卒業、長女出生

	羅　慶　孫

(1902-1926)
	1919
18歳
	1919年3月1日来日

早稲田大学英文科に入学しようとしたが、家から送金なく、帰国


	李御寧(1977/1980/1990)廉想渉「病中의稲香」『現代評論』1927年8月号、李泰俊「稲香생각 몇가지」同前

、李殷相「고독한 산보자, 故羅稻香羅彬君을憶함」, 동아일보, 1926.9.1.

　[芹川哲世・熊木勉作成]

	
	1925-1926

24‐25歳
	1925年末ごろ　再度、来日

1925年末　日本で梁柱東らと東京우리文学会を結成（東亜日報1925.12.28）。

1926年6月以前　帰国（「稲香君은病으로, 貧으로 東京서 고생고생하다가 歸國하엿고」 [갈배기「文壇散話」『朝鮮文壇』1926.6]）

1926年8月26日　死亡

	

	朱　耀　燮

(1902-1972)
	1918-1919

17-18歳
	1918年　青山学院中学部3年編入

1919年　三・一運動後帰国


	

	蔡　萬　植
(1902-1950)
	1922-1923
21-22歳
	1922年　第一早稲田高等学院入学

1923年　大震災で学業を中断して帰国


	李御寧(1977/1980/1990) 布袋(2009:410)

 [大村：早稲田大学調査結果報告書]　資料見当たらず

1920年　結婚

　[芹川哲世作成]

	金　基　鎮

(1903-1985)
	1921-1923

19-21歳
	1921年　　　立教大学英文学部入学

1923年5月　同中退
	権寧珉(2004)

　[芹川哲世作成]

	金　允　植
(1903-1950)
	1920-1923
18-21歳
	1920年　青山学院中学部編入　朴烈、朴龍喆と交友

1921年　父の反対でいったん帰国

1922年　青山学院英文科入学

1923年　休暇中に大震災で学業中断


	李御寧(1977/1980/1990) 　　[芹川哲世作成]
1916年13歳で結婚するが翌年死別

1926年再婚

　[芹川哲世作成]

	金　晋　燮*
(1903-　　)
	1921-1927
19-25歳
	1921年　9月来日、法政大学専門部法科入学

1922年　法政大学予科入学

1924年　法政大学文学部独文科入学

1926年　孫宇聲　異河潤、鄭寅燮、李瑄根、金明燁らと海外文学研究会を組織

1927年　同卒業　


	1920年結婚(17歳)

　[芹川哲世作成]

	李　殷　相

(1903-1982)
	1926-28

(23-25歳)
	1926年  羅稻香の二三ヶ月あとに東京に行く（廉想渉と羅稻香に合流）

(李殷相「도향회상」현대문학, 1963.1  p.248)
1926～27年　早稲田大学史学部で聴講生

1927年8月より東洋文庫で研究（「노산의 인간가 문학 9」경남신문, 1982.10.20）、この頃、梁柱東が李殷相の下宿に数ヶ月転がり込む？（『文酒半生紀』, 범무문고, 1978(1989), p.100）
	李御寧(1977/1980/1990) 　　　

[大村：早稲田大学調査結果報告書]　資料見当たらず

1925年(22歳)結婚

　[芹川哲世・熊木勉作成]

	梁　柱　東

(1903-1977)
	
	1921年　早稲田大学予科仏文科入学

1923年『金星』創刊

1925年　早稲田大学英文科入学

1928年　早稲田大学英文科卒業


	典拠文献？

[大村：早稲田大学調査結果報告書]　資料見当たらず

· 昭和3年3月文学部卒業及進級表に名前あり

1914年　結婚

1925年　再婚

　[芹川哲世作成]

	鄭　芝　溶

(1903-?)
	1923-1929

21-27歳
	1923年5月3日　同志社大学予科入学

1926年4月1日　同志社大学予科修了　英文科入学

1929年6月30日卒業
	真田博子(2002)

①学生名簿
本籍　朝鮮忠清北道沃川郡沃川面下桂里

生年月日　明治36年5月15日

入学前の学歴　本学予科修3(15)

入学年月日　大正15年4月1日

卒業年月日　昭和4年6月30日

保証人　　　任璟宰　京城府桂洞79ノ12

及落年月　　2.4.□

　　　　　　3.4.□3

②成績表　



	桂　鎔　默*

(1904-1961)
	1928-1931
25-28歳
	1928年3月　東洋大学哲学科倫理学東洋学科入学

　　　　　　正則学校(夜間)で英語を習う

1931年　　　実家破産で帰国


	李御寧(1977/1980/1990) 　
1918年　14歳で結婚、

　[芹川哲世作成]

	李　泰　俊

(1904-?)
	1924-1927

21-24歳
	1925年4月　　　早稲田大学専門部政治経済科に聴講生として入学

1925年9月16日　早稲田専門学校に聴講生として入学

1926年3月　　　 早稲田大学専門部政治経済科原級

1926年5月31日　早稲田大学専門部および同専門学校除名

1927年4月18日　上智大学文科予科に入学

1927年11月？　  帰国

1931年　         除籍退学


	①早稲田大学学生名簿
②早稲田大学学生名簿下
③早稲田大学いろは名簿
④早稲田専門学校学籍簿
⑤上智大学学籍簿


⑥上智大学在学証書



1927年11月の帰国は長編小説『第2의運命』における「著者略伝」による（漢城図書1937）

[熊木勉作成]

	朴　花　城

(1904-1988)
	1926-31

23-28歳
	1926年3 月25日　京城駅を出発
4月　日本女子大学英文学部入学　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（保証人：清家敏住）
1928年１月　槿友会東京支会設立時委員長
4月　3学年に進級してまもなく帰国

6月　金国鎮氏と結婚

1929年５月　東京で長女出産

1930年４月　3学年に復学、2学期の途中で帰国
1931年４月　中退、帰国

	山田（2006） 　　　　　　　　　　

日本女子大学在学証明書（本名：朴景順）　
府下高田町雑司が谷597番地
　[山田佳子作成]

	朴　龍　喆
(1904-1938)
	1922-1923
19-20歳
	1921年4月　青山学院中学部4年編入

1923年3月　同卒業

東京外国語学校独逸文学科に入学して1学期通う

9月　大震災で学業中断
	李御寧(1977/1980/1990)

青山学院大正12年卒業式の式辞と名簿
1919年15歳で結婚

1929年　離婚

1931年　再婚

　[芹川哲世作成]

	李　活
(1904-1944)
	1925
21歳


	東京に6ヶ月ほど滞在してから中国へ
	1921年17歳で結婚

	金　珖　燮
(1905-1977)


	1926-1932

22-28歳
	1924年　中東学校卒業

1926年4月16日早稲田大学付属第一高等学院文科入学

1929年3月31日　同卒業

1929年4月　早稲田大学文学部文学科英文学専攻入学

1932年3月25日　同卒業

　　　　　　　
	金容誠(1984)

[大村：早稲田大学調査報告書]

1 第一高等学院学生名簿（大正15年4月入学昭和4年3月修了）

2 第一高等学院学籍簿
・生年月日　明治39年9月21日

・原籍　咸鏡北道鏡城郡漁郎面松新洞149番地

・現住所　神田区北神保町8番地　熊谷方

牛込区早稲田南町　55番地　○○方

・入学　大正15年4月16日

・入学前の学歴　13年3月中東学校卒業

・保証人　淀橋町角筈94番地　朝鮮教育会　服部暢

・副保証人　鏡城郡漁郎面松新洞148番地　金寅濬　

・変更現住所　牛込区戸山町４　山内方

牛込区鶴巻町201　鯉城館内3・5・22　　　　　　

3 第一高等学院成績表
4 早稲田大学学生名簿（昭和4年入学昭和7年卒業）

1919年　結婚

	李　軒　求

(1905-1983)　
	1925-1931

26-32歳
	1925年4月　早稲田大学第一高等学院文科入学

1926年　　　海外文学研究会を組織

1928年4月　早稲田大学文学部仏文科仏蘭西文学専攻入学

1931年3月25日　同卒業
	『韓国民族文化大百科事典』

[大村：早稲田大学調査報告書]

1 学生名簿（リ之部）

2 昭和６年３月卒業生名簿
　[芹川哲世作成]

	馬　海　松*
(1905-1966)
	1921

17歳

	1921年　来日。日本大学法文学部美学科聴講

洪海性、金祐鎮、洪蘭坡、尹心悳、趙明熙、黄錫禹らと劇団同友会の国内巡回公演
	郭炯徳(2007)　　　　　　　　　　　 
日本大学に確認したところ在籍記録は残っていない

12歳のとき11歳の妻を娶る

1929年　離婚

1937年11月4日　菊池寛の雑司が谷宅で朴外仙と再婚

　

　[郭炯徳作成]

	
	1924-45
20-41歳
	1924年　二度目の来日。文芸春秋社に就職。日本大学にも通う

1932年1月　『モダン日本』社長就任

1939/40年　『モダン日本』（朝鮮特別号）の発行に携わる

1945年　1月帰国


	

	張　赫　宙
(1905-1997)

	1936-
31歳-


	1926年3月　　 大邱高等普通学校卒業
1932年4月　　　当選者招待宴出席のため初めて東京へ（7月まで滞在）
1933年1月　　 『文芸首都』同人に。鎌倉に遊ぶ
1935年3月中旬　東京へ（一か月滞在）
1936年6月下旬　東京へ
　　　10月　　 『文芸案内』編輯顧問に
1937年　　　　　野口はな子（後の夫人）と同居
1938年10月　　 張赫宙作＜春香伝＞の朝鮮公演のため一時帰国
1939年5-7月 　大陸開拓文芸懇話会派遣で「満洲」等を視察
1942年5-6月 　 総督府委嘱で「満洲」の開拓村を視察
1943年4月　　　朝鮮陸軍特別志願兵訓練所に3日間体験入所
　　　8月26日　大東亜文学者決戦大会（東京）に参加
1944年1-3月　　皇道朝鮮研究委員会の派遣で炭鉱視察
1945年5月23日 満鮮文化社の招聘で「満洲」中国視察
　　　 8月9日  羅津から敦賀港に帰着し疎開先の長野へ

　
	白川豊(1989)　　　
1932年4月　『改造』懸賞小説に「餓鬼道」が２等当選
滞在先：世田谷、梅ヶ丘
下宿：本郷、弥生町
甲州街道に近いＳ町（笹塚か）で暮らす。
1938年3月当時の居所：中野区新山通3-26（現・中野区南台4丁目）＝笹塚に近い
1945年5月25日　空襲で東京の自宅全焼→長野県東筑摩郡広丘村（現・塩尻市）に疎開。（1947年春まで）
1947年　埼玉県日高町高岡１番地（現・日高市）に新居を構える。（以後、死去するまでここで暮らす）

　[白川豊作成]

	異　河　潤

(1906-1974)


	1923-1929

18-24歳
	1923年　　　法政大学予科第一部入学

1926年　　　同予科卒業

　　　　 　　法文学部文学科英文学専攻入学

　　　　 　　外国文学研究会を結成

1927年　　　『海外文学』創刊号発行　　　　

1929年3月　法政大学法文学部卒業
	金容誠(1984)

『異河潤選集評論随筆』(한샘1982)

　　　　　　　　　　　　　　　
予科では3年間フランス語。学部では英文学を学び、夜はアテネフランセに通う。3年のとき東京外国語学校夜間部でイタリア語(１年制)を学ぶ

1928年(22歳)　結婚

　　[芹川哲世作成]

	李　石　薫
(1907-？)


	1926-1927

20-21歳
	1925年3月　　　 平壌高等普通学校4年修了
1926年4月26日　第一早稲田高等学院入学

　　 　9月7日より休学

1927年3月30日　同上退学（事由＝病気）
	[大村：早稲田大学調査結果報告書]　記載事項
· 本名　李錫壎
· 生年月日　明治40年1月27日
· 原籍　平安北道定州郡定州面城内洞529

· 現住所（当時）東京市外大井町坂下2786天野政方

· 天野政（知己）

· 入学以前の学歴　大正14年3月平壌高等普通学校4年修了
· 学籍移動　休学　自　大正15年9月7日
　　　　　　　　　至　昭和2年3月30日
· 調査資料
入学者名簿　大正15年～昭和19年入学
　　　学籍簿　大正15年～昭和6年入学

　　　成績簿　（文学部）昭和4年～昭和5年入学

　　　　　　　　　　　　　　　　

	咸　大　勳
(1907-1949)


	
	日本大学経済科で修業

1926年　東京外国語学校露語科在学

　　　　 異河潤らと海外文学研究会を組織


	権寧珉(2004)　
[芹川哲世作成]

	金　起　林

（1908-？） 
	1926-1939

19-32歳
	1926-30年　　日本大学文学芸術科在籍

1936年　東北帝国大学法文学部入学

1939年　同卒業　文学士取得


	李御寧(1977/1980/1990)아오야기(2008)

学生名簿住所：鍛冶屋前14戸田方　

生年月日1908年5月12日が抹消され1907年4月5日に修正してある



	金　廷　漢

(1908-1966)
	1930-1932

23-25歳
	1930年4月11日早稲田大学付属第一高等学院文科入学

1932年9月26日　学費未納のため除籍
	[大村：早稲田大学調査結果報告書]　

1 昭和5年4月入学昭和8年3月卒業学生名簿（き之部）
2 学籍簿
・本籍：朝鮮慶尚南道東莱郡北面南山里663

基壽ノ長男

・現住所：本郷区元町一丁目五七番地第六初音館

･入学前ノ学歴　昭和3年3月東莱高等普通学校卒業

・在京保証人：本郷区元町一丁目五七番地第六初音館

　下宿業　三浦源蔵（知人）

・住所変更：

戸塚町源兵○○　昭和館(5.4.28)

　　　小石川区原町99　仲孫方(5.12.18)

　　　下落合○○　城西館(6.3.5)

　　　府下野方町上高田○○今田方(6.5.31)

　　　府下野方町新井14河村方(6.×．×)

　　　牛込区早稲田鶴巻町22　呉羽館(7.2.10)　地図
③成績表


	白　信　愛
(1908-1939)
	1930

23歳
	1930年　日本大学芸術科に籍をおく。秋、帰国するが再度来日して演劇に傾倒

1932年　帰国


	李御寧(1977/1980/1990)南富鎮(2006:73)

1933年結婚

	白　鉄

(1908-1985)


	1927-1930

20-23歳
	1927年　東京高等師範学校入学

1930年　同卒業　付属中学校嘱託教員になる

1931年秋　帰国
	李御寧(1977/1980/1990)

1930年初婚

　[芹川哲世作成]

	李　無　影
(1908-1960)
	1925-1929
18-22歳
	1925年　4月、加藤武雄に寄宿しながら4年間作家修行成城学校に通う

1929年　帰国


	典拠

1926年5月処女長編「依支없는 青春」刊行

1927年長編「廃墟의 울음」刊行

1935年(27歳)　結婚

　[芹川哲世作成]

	林　和

(1908-1955？)
	
	1920年代末に東京へ行き、1931年に帰国したらしい
	

	柳　致　環
(1908-1967)
	1922-1926
15-19歳


	1922年　東京の豊山中学校入学

1926年　漢方医である父が事業失敗、4年で中退、帰国
	李御寧(1977/1980/1990)
1928年、来日の直前に結婚

　[芹川哲世作成]

	
	1928-1929

21-22歳
	1928年　再来日　遊学　写真学校に通う
1929年　帰国


	

	金　來　成
(1909-1957)
	1931-1936
23-28歳
	1931年　早稲田大学第二高等学院文科入学

1933年　早稲田大学独法科入学

1936年　同卒業帰国
	金容誠(1973)

1921年　12歳で17歳の妻を娶る

1929年　離婚

1930年　平壌高普卒業

1935年　探偵小説品を発表

帰国の年、再婚



	金　煥　泰
(1909-1944)
	1928-1934

19-25歳
	1928年　同志社大学予科入学、鄭芝溶と交友

1931年　同修了

1931年4月8日　九州帝大法文学部英文学科入学

在学中に日本女性との間に一女

1934年3月31日　同卒業　帰国
	李御寧(1977/1980/1990)｢京都의三年｣『朝光』1936年8月　九州大学韓国研究センター(2002)Ⅳ名簿に名前

 [九州大学　白川調査　1985.5.28]

成績原簿（コピー不可につき要点筆写）

昭和6年4月8日　入学（在學番號 第103號）

昭和9年3月31日 卒業（學士試験合格）

改姓：昭和15年5月3日（昭和15年7月24日届出）

　　　　　　　　　金垣泰司

　　　　　　　　　金　煥　泰

　　　　　　　　　明治42年11月29日生

　　　　　　　　　出身校：同志社大予科

卒業論文：Matthew Arnold and Walter Pater as Literary Critics.　全63p.　これにより英文学士　

審査　豊田教授・中山助教授　68点（コピー白川蔵）

昭和7年10月九州大学『英文学会会報』No.5会員名簿

金煥泰（第2学年）福岡市内海岸通4丁目2　徳田方

昭和9年7月同上

　金煥泰（第7回卒業）朝鮮全北茂朱郡面邑内里

1936年　結婚

[白川豊作成]

	崔　貞　熙

(1910-1990)
	1929-1930

20-21歳
	1929年9月　東京三河島の朝鮮幼稚園の保母になる

1930年秋ころ帰国


	山田(1995)　　　　　　　　　　　　　

崔貞煕「直線、単線の記録‐私の十年間の生活」(『新東亜』1933.1)

　[山田佳子作成]

	安　漠

(1910-？)


	
	早稲田大学露文科に在籍

1920年代末　東京の無産者社と関係

1930年　帰国


	権寧珉(2004)

[大村：早稲田大学調査結果報告書]　見当たらず

[芹川哲世作成]

	李　燦

(1910-1974)

？
	？

	1929年4月　早稲田第一高等学院入学（？）


	[早稲田大学調査結果報告書]　
①　第一高等学院学生名簿


	李　箱
(1910-1937)
	1936-1937
26-27歳
	1936年9月3日　 来日

1937年4月17日　東京帝大付属病院で死亡


	権寧珉(2008)

神田区神保町3丁目10-1-4　石川方

	許　俊

(1910-　)
	
	法政大学卒業
	

	金　南　天

(1911-1953?)
	
	1929年　法政大学

1931年　同中退 

 
	

	安　壽　吉

(1911-1977)
	
	東洋中学

1930年　両洋中学校（京都）に編入

1931年2月　卒業

3月  早稲田大学高等師範部英語科入学

       父親の病気により帰国


	金容誠(1984) 

[大村：早稲田大学調査結果報告書]　見当たらず

[芹川哲世作成]

	尹　崑　崗
(1911-1950)
	1930-1933
20-23歳
	1930年　専修大学入学

1933年　同卒業　帰国


	金容誠(1984)
1924年13歳で結婚



	鄭　飛　石

(1911-1991)


	
	1922年　日本大学文科中退
	

	白　石

(1912-1995[推定])
	1930-1934

19-23歳
	1930年4月1日　 青山学院専門部高等学部英語師範科入学

1934年3月31日　同卒業


	成績証明書


青山学院　専門部　高等学部　英語師範科

· 氏名　白夔行（BEAK KIHENG）

· 明治45年7月1日生

· 入学　昭和5年4月1日

· 卒業　昭和9年3月31日

· 1934(昭和9)年3月6日「青山学院第51回卒業証書授与式執行順序」に高等学部英語師範科卒業生として記載

· 成績一覧表の点数は송준『詩人白石一代記１ 남신의주 유동 박시봉방』(지나, 1994)に記載あり
[熊木勉作成]

	池　河　連

(1912-1960?)
	
	昭和高女

東京女子経済専門学校

1928年ころ東京槿友会東京支部会員
	李相瓊(2007)

	金　容　浩
(1912-1973)
	1938-1942
27-31歳
	1938年　明治大学法科入学

1941年12月　明治大法科専門部卒業

1942年3月 　明治大学新聞高等研究科修了　帰国


	1941年6月　最初の詩集『饗宴』を刊行

1943年　結婚

	趙　霊　出

(1913-？)
	1935-41

23-28歳
	1935年4月　早稲田第二高等学院入学

1937年3月　同修了

　　　 4月  早稲田文学部文学科フランス文学専攻

1941年3月　同卒業
	[大村：早稲田大学調査結果報告書]記載事項
生年月日：大正2年11月10日

学部入学前の学歴：

昭和10年3月京城府普成高等学校普通科卒業

昭和10年4月　第二高等学院入学

昭和12年3月　第二高等学院修了

保証人：　高大輪（本人との関係　師傳）

当時の住所→牛込区鶴巻町442寺嶋方　地図
朝鮮の本籍：朝鮮忠清南道牙山郡湯井面梅谷里643番地

調査資料

1 第二高等学院学籍簿　昭和10年4月入学者

2 第二高等学院修了者成績表

3 学生名簿　昭和10年4月入学　昭和12年3月修了第二高等学院

4 学生名簿　昭和12年4月入学　昭和15年3月卒業　各学部　専門部　専門学校

自昭和6年至昭和18年旧制卒業者名簿　文学部2-1



	李　庸　岳

(1914-1971)
	
	1935年　上智大学新聞学科卒業

1939年　帰国


	

	金　鍾　漢

(1914-1944)
	1936?-41?

23-28歳
	1937年　日本大学芸術科入学

1939年　春ころから婦人画報社に勤務

1940年　日本大学卒業

1941年　東京市赤坂区の海洋文化社に入社

　　　　この年末もしくは翌年帰国


	大村他(2005) 

	金　史　良
(1914-1950?)
	1932-1942

19-29歳
	1932年秋に兄・時明の助力で来日か

1933年4月　旧制佐賀高等学校文科乙類に入学

1936年4月　東京帝大文学部独逸文学科入学

1936年10月28日　本郷元富士署に拘留（～12月中旬）

1939年1月6日　崔昌玉と結婚

1939年3月卒業（卒論Heinrich Heine als Romantiker）

1940年　「光の中に」が上半期の芥川賞候補に

1940年4月　東京帝大大学院入学か（～41年3月）

1941年12月9日　鎌倉警察署に予防拘禁

1942年1月29日　釈放⇒　2月　朝鮮に帰郷
	白川(1993)安宇植(1999)郭炯徳（2007） 

①佐賀高等学校学籍簿（昭和十一年）

（兄・金時明　本名・金時昌１/２）

②佐賀高等学校身上調査書（金時明　金時昌）

③佐賀高等学校名簿
東京での居所

　1936年：東京市外三鷹村　三鷹アパート

　　　　　本郷区追分町　追分アパート

　1937年：小石川区小日向台町（妹・五徳と同居）

　　　　　本郷区台町62番地　野島方

　　　　　本郷区台町61番地　角田館

　1939年：渋谷区代々木上原のアパート

　　　　　渋谷区代々木西原

　1941年7月：品川区大崎⇒10月：本郷森川町

　　11月1日：鎌倉市扇ケ谷407番地　旅館米新亭　

[白川豊作成]

	申　石　艸

(1909-1975)


	1929-1934
21-26歳
	1929年　　　来日　早稲田大学聴講

1931年　　　法政大学哲学科入学

1934年4月　帰国


	金容誠(1984)

1924年（15歳）結婚

[芹川哲世作成]

	林　玉　仁

(1915-1995)
	1935-39

21-25歳
	1935年　奈良女子高等師範学校文科入学

1939年　同卒業帰国


	

	黄　順　元

(1915-2000)
	1934-1939

20-25歳
	1934年4月　早稲田大学付属第二高等学院文科入学

1936年3月　同修業

1936年4月　早稲田大学文学部文学科英文学専攻入学

1939年3月25日　同卒業


	[大村：早稲田大学調査結果報告書]

1 第二高等学院学生名簿
2 第二高等学院成績表
3 学院から大学への志望書
4 性質･操行その他
5 早稲田大学卒業成績
6 早稲田大学学生名簿（こノ部）

	尹　東　柱
(1917-1945)
	1942 -1945

26-29歳
	1941年　延禧専門学校卒業

1942年　立教大学英文科入学

　　　　 秋、同志社大学英文科に編入

1943年　鴨川警察署に逮捕される。

1945年　2月に福岡刑務所で死亡
	(大村1998)

1 光明学園中学部学籍簿
2 立教大学学籍簿
3 同志社大学学籍簿および成績表


	趙　郷

(1917-1984)
	
	1941年　日本大学芸術学園（現芸術学部）創作科合格

事情によって日本大学専門部商経科に移る

同年　　　帰国


	『趙郷全集』(열음사1994)　
[熊木勉作成]

	呉　章　煥

(1918-？)
	1935-1936

1937-1938？


	1935年　徽文高普を中退して、東京の智山中学校に転入。

1936年3月　智山中学校卒業。

1937年4月　明治大学専門部文科文芸科別科に入学

1938年3月　除名


	1936年は朝鮮で『詩人部落』同人として活動か。

明治大学当時の住所は、東京市中野区新井町479番

金学東『呉章煥評伝』, 새문사, 2004.

　
[熊木勉作成]

	金　洙　暎
(1921-1968)
	1941-43 

21-23歳
	1942年　東京城北高等予備学校に入学したが退学して水品春樹演劇研究所に通う。

1943年　12月　ソウルの家族が吉林省に疎開。帰国して伯母の家に世話になる。(右、최하림は1944年2月の帰国としている。p.62)
1944年　吉林省へ。
	東京市中野区住吉町54山口氏宅、その後、中野区高田馬場350望月氏宅に下宿。

최하림『김수영평전』실천문학사, 2001.

『김수영 전집1』민음사, 2003[개정판]

[熊木勉作成]

	金　春　秋

(1922-2004)
	1940-1942

19-21歳
	1940年　日本大学芸術学園創作科に入学

1942年　退学処分


	『한국대표시인100인선집, 김춘수』文学思想社2003

[熊木勉作成]


その他

	洪　奭  鉉
(　?　)
	
	1897年　東京専門学校卒業
	[大村資料]
1 得業（卒業）生名簿
2 2年級成績簿
3 3年級成績簿


	崔　図　善

(1894-)
	
	1913年3月29日　高等予科文科入学

1914年7月3日　 高等予科修了

1914年9月11日　大学部文学科哲学科入学

1916年7月　　　 特待生として3学年に進級

1917年7月5日　 文学部文学科哲学科卒業


	大村メモ

明治27年11月1日生

原籍　朝鮮京城府南部上[禾+勺]千洞32統4戸

　　　崔獻圭の三子

現住所　下戸塚村597　敷島館
1916年8月　　　『早稲田学報』に特待生の記事



	白　南　薫

(1885-1967)
	
	明治学院普通部卒業

1913年9月29日　早稲田高等予科政治経済学科入学

1914年7月3日　 同卒業

　　 　9月29日　早稲田大学部政治経済学科入学

1917年7月5日　 同卒業
	[大村資料]

1 高等予科学籍簿
・保証人　麹町区中六番町四九番地　李晩奎

2 高等予科成績表（大正2年度）
3 高等予科修了成績一覧簿
4 高等予科学生名簿　
5 大学部学籍簿　

・保証人　麹町区中六番町　李晩奎

・入学前学歴　明治学院中学卒業

・現住所　芝区白金今里町八九番地元倉方

・前住所　芝区白金二本榎町二丁目

6 大学部3年成績表
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